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　LATE装置では、オーミック加熱を用いず電子バーンスタイン波加熱・電流駆動によって無誘導に球状ト
カマクを立ち上げる実験を行っている。これまでの実験で、2.45GHzのマイクロ波を用い、トロイダル磁場
が720Gにおいてプラズマ電流が～5kA以上になると、間欠的に最外殻磁気面から外へ向かってプラズマが噴
出し、密度が低下する現象が観測された。また、この噴出現象に対応して真空容器壁そばに設置された磁気
プローブにはスパイク状の信号が現れ、プラズマ電流を担う高速電子の損失が示唆された[1]。このような
不安定性は立ち上げを阻害する要因となる。本実験では、5GHzのマイクロ波を用いて同様の無誘導球状ト
カマク立ち上げを行い、トロイダル磁場を変えて不安定性の様相を調べた。
　図1にトロイダル磁場がBt=720Gの時に、2.45GHzと5GHzのマイクロ波をそれぞれ用いて立ち上げたプラ
ズマの放電波形をそれぞれ赤と青で示す。線積分密度と磁気プローブの信号をそれぞれt=224~234、
t=130~140msの10msの間、拡大したものを図2(a)と(b)に示す。5GHzのマイクロ波を用いた場合で、異なるト
ロイダル磁場Bt=960G、1536Gの時の拡大波形を図2(c)と(d)に示す。トロイダル磁場が高くなると密度の減
少を伴う不安定性が起きなくなるように見える。プラズマ電流や垂直磁場のn-indexが異なる場合も含めて線
密度の変動振幅をトロイダル磁場に対してプロットしたのが図3である。この場合もトロイダル磁場が増加
するにつれて線密度の振幅が減少していることが分かる。
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図3　トロイダル磁場に対する密度の振幅図1　放電波形


